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１　令和６年度の実績

（１）事業実績

（２）管理経費 （単位：千円）

361 535 788 1,684収支差額（①－②）

支出合計　② 60,892 57,166 64,235 182,293

その他 2,588 2,244 2,894 7,726

自主事業経費 277 992 1,039 2,308

事業費 107 120 150 377

771 614 1,131 2,516

委託料 9,631 8,892 9,487 28,010

収
入

支
出

人件費

福利厚生費

事務費

管理費

水道光熱費

修繕料

使用料・リース料

手数料・保険料

905 947 1,099 2,951

2,718 4,910 3,015 10,643

27,325 28,038 28,310 83,673

13,300 12,675 13,578 39,553

5,125 3,406 3,029 11,560

3,512

21,958 19,504 25,140 66,602

収入合計　① 61,253 57,701 65,023 183,977

2,862 3,673 10,047

その他 0

0

自主事業収入 638 1,528 2,013 4,179

179,798 基本協定額： 305,937 千円

利用料金 0

（４年度） （５年度） （６年度）

指定管理料 60,615 56,173 63,010

事業収入

利用実績 入館者数39,711人、（有料37,764人、減免1,947人）

サービス向上の
取組

・来館者へは、笑顔を持って親切丁寧な接遇を実践した。
・当会館と併せ、「三の丸スポット」の紹介を行い、「おしゃぎり会館」等への入館を勧め、セット
券の売上げ増加に努めた。当会館から「三の丸スポット」への案内図を配布し、分かりやすく
経路案内を行っている。その他、村上の見所等についても、丁寧に案内を行っている。
・テレビ、ラジオ、雑誌等の取材には、積極的に対応し、鮭文化を中心に当会館及び村上市の
ＰＲを行った。
・村上の鮭文化や歴史、鮭をはじめとする淡水魚の生態等を、分かりやすく展示している。ま
た解説等を行い、より理解を深めていただいた。展示魚については、良好な状態で観察でき
るよう、十分な飼育管理を行っている。
・三面川に遡上する鮭の数が激減したが、三面川鮭産漁業協同組合の協力により鮭を展示
し、来館者に観察いただくことができた。（遡上期間中に、館内で鮭を観察できないということ
はなかった。）また、産卵の瞬間やふ化したばかりの仔魚の様子等を観察いただき、鮭の生
態について理解を深めていただいた。
・館内での出来事等を中心に、SNSを利用し情報発信を実施した。

区分
前々年度 前年度 当該年度

合計 備考

指定管理者名 公益財団法人イヨボヤの里開発公社 所管課 農林水産

指定期間 令和４年４月１日～令和９年３月31日（５年間） 評価者（課長） 小川　良和

管理運営評価シート（令和６年度）

施設名称
イヨボヤ会館・イヨボヤ会館駐車場・イヨボヤ会

館公衆便所・三面川休憩所・村上市鮭公園
評価対象年度 令和 年度



２　共通評価項目

自
己
評
価

所
管
評
価

○ ○

○ ◎

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

◎ ○

○ ○

○ ○

◎ ○

◎ ◎

地域貢献への取組

市内業者の活用や地元雇用の促進など、地域振興に
寄与する事業内容である。

地域と連携した事業の実施や、地域活動への参加等
による地域貢献に取り組んでいる。

村上市観光協会、三面川鮭産漁業協同組
合等、各種団体と連携し事業に取り組んで
いる。

◎：協定等の内容を超える水準で業務を履行している　○：協定等の内容どおり業務を履行しており適正
△：協定等の内容に対し、一部不履行がある　×：協定等の内容に不履行があり改善の必要がある　－：該当なし

評価項目

公の施設の平等な
利用の確保

情報公開、個人情
報保護の取組

従業員の労働条件
など法令遵守によ
る管理運営

業務仕様書の水準
を満たしたサービ
スの提供

創意工夫による
サービス向上と自
主的な経営努力

（記入者）自己評価…指定管理者　所管評価…施設担当課

指定期間で安定的な管理運営を行う財務基盤を有し
ている。

苦情、事故、トラブルを防止するための具体策や対処
方法は適切である。

安定的な財務基盤
による管理運営

事件・事故や利用
者への対応 利用者の安全確保と緊急時の対応・体制は適切に整

備されている。

新たな収入の創出等、経営の安定化に向けた独自の
取組を行っている。

適正な人員配置や
人材育成の取組

適切な人員や有資格者の配置、勤務体制、労働管理
となっている。

人材育成に対する積極的な取組が講じられており、
職員研修等の人材育成に取り組んでいる。

経営努力による経
費縮減の取組

安全な管理体制及び事業実施に対して、適切な収支
決算となっている。

縮減の取組がサービス低下につながらず、バランス
が図られた事業内容となっている。

管理効率化等による余剰分を新たなサービス展開に
よる施設効用の拡大につなげている。

施設の設置目的を理解し、仕様書に指定された業務
を実施している。

サービス向上のための取組を行っている。

利用者の要望や意見を把握し、その対応方法が明確
になっている。

施設やサービスの利用促進・拡大を図るため、適切な
広報や的確な手法を行っている。

自主事業の実施方針及び内容は施設の設置目的を
果たすものとなっており、効果的に実施されている。

情報公開、個人情報保護について、内部規約の整備
や実施基準等が考慮されている。

適切な労働条件や運営体制が確保されている。

関係する法律、条例等を理解し遵守している。

公の施設の管理運営にふさわしい理念やコンプライ
アンスの取組等、透明性の高い運営を行っている。

判断基準
備考

（◎、△、×のときは評価内容、その他
特記事項があれば記入）

事業内容等は、一部の市民や団体に対して、不当に
利用を制限又は優遇するものではない。

社会的弱者の公平利用について、配慮されている。
車椅子ご利用のお客様について、職員で
移動等の補助を行っている。

情報公開、個人情報保護に係る措置が適切に講じら
れている。（書類の保管、社員への周知等）



３　業務実施上の課題（指定管理者が記入）

（１）指定管理業務実施上の課題

（２）課題解決に向けた取組

（３）その他

４　全体的な評価

「サーモンシアター」では、村上の四季をとおして鮭とのつながりをわかりやすく解説する「三面川 鮭の物語」（DVD）を上映し
ている。入館者より非常に好評を得ている一方、平成１２年に映像を作成後現在まで同一のものを上映しており、映像作品
自体が古くなっているため、入館者よりご指摘をいただくことがある。

②その他

入館者への丁寧な接遇及びメディアの取材対応やSNSなど多方面の情報発信に努めている。また、提携施設のセット入館券の
宣伝にも積極的に取り組んでいる。
開館40年を経過し全体的に老朽化が進行している中、新たな魅力づくりに取り組み前年比で入館者を伸ばしている。
遡上数減少で鮭の展示が十分に行えない時期があったものの、漁協の協力を得て個体を確保したり他の展示でカバーしたりと工
夫している。

（３）次年度の管理運営に対する指導事項等（施設所管課）
アンケート等で観光のニーズをリサーチして、情報発信の工夫で新規来館者を掘り起こし更に来館者を増やしていただきたい。
施設が全体的に老朽化が進行しているが、必要最小限を心掛けながら引き続き効率的な管理運営に努めていただきたい。
館内各設備の状態を確認し、修繕、オーバーホール、更新など優先順位を精査しながら長期的な見通しを示していただきたい。
開館日、開館時間及び入館料等の見直しについて、セット券を設けている生涯学習課と協議しながら具体的な調整を進める。

（１）指定管理者の評価

入館者数については、目標値の３７，０００人を超えることができた。（３７，７６４人で前年度比１，０４３人の増員）更なる入館者の
増員に努めていく。

（２）施設所管課の評価

・入館者の増員については、魚にエサやり体験や釣り体験等、魚に興味を持っていただけるよう実施した。また、企画展「涼
を感じる金魚展」や、館内で演奏会（大正琴・文化箏の演奏会）を開催し、入館の機会となるように努めた。
・SNSを活用し、誘客促進に努めた。
・鮭のミニふ化場へ向かう段差は、バリアフリー化について検討を重ねているが、改修工事が難しいとの回答を得ている。現
状として、必要に応じ職員で車椅子置場から移動させて対応を行っている。
・館内の整理整頓を行い、バックヤードや倉庫の確保に努めている。しかし、スペースがほとんどない状態である。展示魚等
を保管できるバックヤード等があれば、更に充実した展示が行えるものと考える。
・民間の売店兼食堂が閉店したことから、自動販売機を2台、本館脇に設置した。

①利用者からの主な意見や苦情、対応策

・今年度は昨年度に比べると、入館者数及び入館料収入額が上回った結果となった。更にイヨボヤ会館の魅力を高め、継続
的に入館者増加を図ることが課題である。
・本館からミニふ化場への移動には段差があり、足等に障害がある方にとって危険な状態となっている。また、車椅子の入
館者については、職員によって車椅子を車椅子置場から移動させて対応を行ってる。構造上の関係により、修繕工事が執り
行えない状況であることが課題である。
・バックヤードとなる倉庫や展示魚・稚魚等を育てる作業スペースが不足している。
・隣接していた民間の売店兼食堂が閉店したことから、お客様にとって利便性が悪くなったものと考える。


